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発
刊
に
よ
せ
て

東
日
本
国
際
大
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　

松　

岡　

幹　

夫

　

本
学
の
東
洋
思
想
研
究
所
と
儒
学
文
化
研
究
所
に
お
け
る
一
年
間
の
研
究
成
果
を
集
約
し
た
論
文
集
『
研
究　

東
洋
』
も
、
今
回
で
第
三

号
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
誌
は
、
儒
学
を
建
学
の
精
神
に
置
く
学
校
法
人
昌
平
黌
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
時
代
の
課
題
と
要

請
に
応
え
る
べ
く
研
究
領
域
を
東
洋
思
想
全
般
に
求
め
、学
内
外
の
研
究
者
の
成
果
を
盛
り
込
ん
で
発
刊
さ
れ
て
き
た
。
有
り
難
い
こ
と
に
、

各
方
面
か
ら
も
概
ね
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
も
一
層
、
内
容
面
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

　

第
三
号
で
は
、
昨
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
本
学
の
伝
統
行
事
「
孔
子
祭
」
の
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
文
明
と
東
洋
思
想
」
を
特

集
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
の
著
名
な
哲
学
者
で
あ
る
山
東
大
学
の
傅
永
軍
教
授
、
日
本
で
公
共
哲
学
の
第
一
人
者
と
さ
れ
る
東
京
大

学
大
学
院
の
山
脇
直
司
教
授
の
御
二
方
に
よ
る
、
深
い
学
識
に
基
づ
く
基
調
講
演
の
内
容
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
韓

国
の
儒
学
研
究
の
総
本
山
と
も
言
え
る
成
均
館
大
学
校
の
要
職
に
あ
る
二
人
の
教
授
が
発
表
を
行
い
、
国
内
外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究

者
の
方
々
か
ら
応
答
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
模
様
も
、
極
力
臨
場
感
を
残
し
つ
つ
、
本
号
に
収
録
し
て
い
る
。
儒
学
思
想
の
現

代
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
、
公
共
哲
学
、
日
本
思
想
、
地
球
科
学
等
々
の
専
門
家
が
意
見
を
交
換
し
た
、
一
般
向
け
に
も
興
味
深
い
内
容
と
な
っ

た
よ
う
に
思
う
。

　

次
に
、
投
稿
論
文
は
三
本
を
掲
載
し
た
。
宇
野
経
済
学
の
継
承
者
で
あ
る
本
学
の
石
井
前
学
長
と
、
前
述
の
傅
教
授
、
長
く
言
語
哲
学
を

考
究
し
た
東
洋
思
想
研
究
所
の
関
沢
研
究
員
が
、『
論
語
』
や
儒
者
・
知
識
人
の
役
割
、
ま
た
近
代
日
本
の
思
想
家
を
意
欲
的
に
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
田
久
学
長
に
よ
る
中
国
口
腔
医
学
の
発
展
に
関
す
る
稀
少
な
翻
訳
や
、
本
年
の
大
学
祭
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
思
想

家
・
松
本
健
一
先
生
の
新
著
の
書
評
等
も
収
め
て
い
る
。

　

地
球
環
境
の
変
動
、
新
興
国
の
著
し
い
経
済
成
長
、
金
融
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
な
ど
、
現
代
文
明
は
今
、
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
叫
ば
れ
続
け
て
き
た
我
々
の
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
は
、
い
よ
い
よ
焦
眉
の
急
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、学
問
の
世
界
で
は
、い
ま
だ
に
専
門
分
化
の
弊
害
が
根
深
い
。
学
際
的
で
開
か
れ
た
議
論
を
旨
と
す
る
本
誌
『
研
究　

東
洋
』
が
、

地
球
社
会
の
到
来
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
知
の
創
出
に
少
し
で
も
寄
与
し
う
る
こ
と
を
念
願
し
、
発
刊
の
言
葉
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
吉
日

発刊によせて


